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日
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茎
 論
壇「
軍
学
共
同
が
も
た
ら
す
も
の
」阪
本
成
一

　
 （
国
立
天
文
台
教
授
・チ
リ
観
測
所
所
長
）   

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
女
性
部
」

　
　
部
長
 宮
本
と
も
み（
岩
手
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

　
猿
 信
州
大
学

　
　「
支
部
活
動
と
全
体
組
織
の
活
性
化
」

　
猿
 奈
良
教
育
大
学
附
属
学
校
園

　
　「
わ
た
し
た
ち
の
手
で
組
合
づ
く
り
を
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

教
員
養
成
系「
廃
止
・
見
直
し
」

通
知
、
国
旗
・
国
歌
の
実
施
要

請
、
学
長
選
考
の
あ
り
方
な
ど

分
は
優
れ
た
機
能
強
化
の
取
り

組
み
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
基

幹
経
費
化
に
回
し
、
競
争
的
な

配
分
予
算
の
み
を
拡
大
さ
せ
続

け
る
こ
と
は
し
な
い
考
え
だ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
大
学
政
策
を
中
心
に
文
科

省
の
見
解
を
聞
き
、
私
た
ち
の

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

≪全大教からの出席者（右より）≫
中道一心 中央執行委員、佐々木康俊 中央執行委員、岩崎誠書記次長、長山泰秀 書記長、
森戸文男 中央執行副委員長、永井信 書記次長、水谷孝男 中央執行委員
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6
月
3
日
画
、
全
大
教
は
大
学
・
高
等
教
育
政
策
に
関
す
る
　
項
目
の
文
部
科
学
大
臣
あ
て
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要
望
書
を
提
出
し
、
文
部
科
学
省
と
の
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。
先
方
の
対
応
者
は
氷
見
谷
直

紀
・
国
立
大
学
法
人
支
援
課
長
（
写
真
・
左
か
ら
三
人
目
）
ら
で
し
た
。

（
2
面
へ
つ
づ
く
）

　
虚
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

国
立
大
学
・
高
専
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
震
災

復
興
予
備
費
の
初
回
の
配
分

（
5
月
末
）
で
地
震
・
火
山
観

測
設
備
の
復
旧
に
計
9
億
円
を

措
置
（
う
ち
京
都
大
学
火
山
研

究
セ
ン
タ
ー
へ
約
8
千
万
円
）。

6
月
末
に
閣
議
決
定
予
定
の
2

回
目
の
配
分
に
向
け
、
教
育
研

究
設
備
の
被
災
状
況
、
被
災
学

生
へ
の
授
業
料
減
免
措
置
な
ど

所
要
額
の
把
握
を
進
め
て
い
く

と
し
ま
し
た
。

　
許
の
運
営
費
交
付
金
に
つ
い

て
、
氷
見
谷
課
長
は
「
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
教
育
・
研
究
で
き

る
環
境
を
守
る
こ
と
は
大
変
重

要
。
予
算
確
保
に
最
大
限
努
力

し
た
い
」と
強
調
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
「
昨
年
ま
と
め
た
『
国

立
大
学
経
営
力
戦
略
』
に
基
づ

き
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
『
知
の
創
出
機
能
』
を
最
大

化
し
、
社
会
の
変
革
エ
ン
ジ
ン

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

も
述
べ
、
そ
の
為
に
機
能
強
化

経
費
（
3
0
8
億
円
）
等
を
活

用
し
て
ほ
し
い
と
し
ま
し
た
。

　
全
大
教
か
ら
は
、　
年
度
予
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算
で
運
営
費
交
付
金
の
削
減
は

止
ま
っ
た
も
の
の
、
補
助
金
の

減
額
（
一
部
は
運
営
費
交
付
金

に
組
み
込
み
）
で
国
立
大
学
全

体
へ
の
財
政
支
援
は
縮
小
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
交
付
金
削

減
と
あ
わ
せ
て
各
大
学
の
努
力

は
限
界
に
き
て
い
る
と
指
摘
。

国
の
政
策
課
題
を
大
学
に
割
り

付
け
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

各
大
学
が「
知
の
創
出
」を
ど
う

担
っ
て
い
く
か
は
自
主
性
に
委

ね
る
こ
と
、
そ
れ
を
保
障
す
る

も
の
と
し
て
基
盤
的
経
費
を
充

実
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
な
お
、　
年
度
以
降
の
「
機

17

能
強
化
促
進
係
数
」（
重
点
支
援

の
類
型
や
人
件
費
比
率
に
よ
り

各
大
学
▲
0
・
8
～
1
・
6
％
）

に
よ
る
捻
出
分
の
う
ち
一
定
部

　
距
の
う
ち
、
今
年
の
通
常
国

会
で
成
立
し
た
改
正
国
立
大
学

法
人
法
に
よ
る
「
指
定
国
立
大

学
」（
　
年
4
月
よ
り
導
入
）
の

17

指
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
で

あ
る
こ
と
、
指
定
大
学
へ
の
財

政
支
援
は
運
営
費
交
付
金
と
は

別
枠
で
の
要
求
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
文
社
会
系
学
部
な
ど
の
廃

止
・
見
直
し
を
求
め
る
昨
年
6

月
の
文
部
科
学
大
臣
通
知
に
つ

い
て
は
、
各
学
長
に
真
意
を
説

明
し
理
解
を
得
た
の
で
撤
回
は

考
え
て
い
な
い
と
し
ま
し
た
。

全
大
教
か
ら
は
、
す
で
に
各
大

学
は
文
部
科
学
省
の
意
向
を
バ

ッ
ク
に
人
文
社
会
系
の
縮
小
、

教
員
養
成
系
ゼ
ロ
免
課
程
の
廃

止
に
動
い
て
お
り
、
全
国
均
衡

配
置
の
観
点
か
ら
は
む
し
ろ
充

実
に
向
け
た
政
策
転
換
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
強
く
打
ち
出
す
べ
き

と
改
め
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
村
前
大
臣
の
国
立

大
学
長
会
議
で
の
要
請
（
入
学

式
、
卒
業
式
で
の
国
旗
・
国
歌

の
適
切
な
取
り
扱
い
を
求
め

る
）
や
馳
大
臣
の
記
者
会
見
な

ど
で
の
発
言
 （
第
3
2
2
号

〈
4
月
号
〉
で
既
報
）
に
関
わ

っ
て
、
文
部
科
学
省
と
し
て
国

立
大
学
の
自
治
・
自
律
性
を
尊

重
す
る
立
場
を
明
確
に
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
の
見
解
と
し

て
、
下
村
前
大
臣
の
要
請
は
拘

束
力
を
も
た
な
い
「
お
願
い
」
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長
選
考
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文 科 省 会 見
2016年6月3日 実施

　
今
回
の
会
見
で
は
、
主
に
   

虚
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
た
め
の
支
援
策
　
許
国
立

大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
を
中

心
に
、　
年
度
予
算
に
つ
い
て

16

の
認
識
と
　
年
度
概
算
要
求
に
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向
け
た
考
え
方
　
距
指
定
国
立

大
学
制
度
の
導
入
、人
文
社
会
・
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